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11月3日　喝祭きたかた

11月3日　蔵のまち喜多方健康マラソン大会



喜
多
方

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

10月31日　黒森山秋登山（熱塩加納町）

11月8日　きらり喜多方 市民健康祭

11月15日
市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会　第9中継所
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１２
月
１１
日（
金
）は
児
童
扶
養

手
当
の
定
期
支
給
日
で
す
。

　

８
～
１１
月
分
が
振
り
込
み
に

な
り
ま
す
。
個
別
に
支
給
通
知

は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
登
録

さ
れ
て
い
る
通
帳
の
記
帳
に
よ

り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
入
金
時

刻
は
金
融
機
関
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
が
未
提
出
の

方
は
、
支
払
差
止
と
な
り
ま
す
。

速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

 

こ
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係

☎（
２４
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班 問

　

市
で
は
、
優
秀
な
生
徒
ま
た

は
学
生
で
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
な
方
に
対
し
、
奨

学
資
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

●
貸
与
資
格

　

次
の
４
項
目
全
て
に
該
当
す

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
学
資
の
支
払
が
困
難
な
方

②
成
績
が
優
秀
で
健
康
な
方

③
市
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方

④
他
の
団
体（
日
本
学
生
支
援

機
構
や
福
島
県
な
ど
）か
ら
奨

学
資
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な

い
方

●
貸
与
額

○
高
等
学
校
…
月
額
１
万
５
千

円○
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

専
門
学
校
…
月
額
２
万
５
千
円

児
童
扶
養
手
当
定
時
支
給

平
成
28
年
度
市
奨
学
生

緊
急
時
要
援
護
者
登
録
制
度

　情報ステーション
は市民の皆さんの生
活に直結するいろい
ろな制度や催しなど
を紹介するコーナー
です。
　情報の詳細につい
ては、問へ連絡して
ください。

市民課と税務課の
証明業務を、午後7
時まで延長してい
ます。
※税務諸証明は本
庁のみで対応。
◆月曜日（塩川総合
　支所）
◆火曜日（本庁、高
　郷総合支所）
◆水曜日（熱塩加納
　総合支所）
◆木曜日（山都総合
　支所）
◆金曜日（本庁）

情報
ステーション

問

補
助
・
支
援

今月の納期
25日 固定資産税（3期）
25日 国民健康保険税
 普通徴収（6期）
25日 介護保険料
 普通徴収（5期）
平成28年1月
   4日  後期高齢者医療保険料
 普通徴収（5期）

○
大
学
、
短
期
大
学
…
月
額
３

万
円

●
貸
与
期
間

　

進
学
を
予
定
す
る
学
校
の
正

規
の
修
業
期
間
内
で
す
。

●
償
還
期
間

　

卒
業
の
１
年
後
か
ら
貸
与
期

間
の
２
倍
の
期
間
内
で
償
還
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
必
要
書
類
な
ど

・
奨
学
生
願
書（
在
学
し
て
い
る

学
校
ま
た
は
教
育
総
務
課
で
お

受
け
取
り
で
き
ま
す
）

・
奨
学
生
推
薦
調
書（
在
学
す
る

学
校
長
の
推
薦
調
書
）

・
所
得
証
明
書（
市
税
務
課
発
行

の
年
金
受
給
者
な
ど
を
含
む
家

族
全
員
の
所
得
証
明
書
）

●
申
込
期
限

平
成
２８
年
２
月
２９
日（
月
）

　

 

　

 

教
育
総
務
課

☎（
２４
）５
３
０
４

問

申

　
『
災
害
時
』
の
ほ
か
身
近
に

起
き
る
「
病
気
」「
け
が
」
な

ど
『
救
急
時
』
の
事
態
に
備
え
、

対
象
者
ご
本
人
か
ら
の
申
し
出

に
よ
り
個
人
情
報
を
市
に
登
録

し
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
個
人
情

報
は
、
消
防
本
部
な
ど
の
関
係

機
関
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
緊
急
時
に
関
係
機
関
な
ら

び
に
地
域
か
ら
の
支
援
を
迅
速

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

●
登
録
対
象
者　

市
内
に
在
宅

で
居
住
す
る
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
個

人
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
同
意

し
た
方

①　

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

で
構
成
す
る
世
帯
の
方

②　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
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情 報 ステーション

　

市
で
は
、
市
民
の
男
女
共
同

参
画
へ
の
関
心
の
向
上
と
意
識

啓
発
を
図
る
男
女
共
同
参
画
関

連
講
座
の
一
環
と
し
て
「
つ
な

ぐ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
し

ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
で
お
は
な
し
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１２
月
１６
日（
水
）午
後

６
時
～
８
時

●
場
所　

コ
ッ
コ
ツ
リ
ー（Coc

cotree

）

●
内
容　

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

●
定
員　

２０
人

●
参
加
料　

１
０
０
０
円（
ド

リ
ン
ク
と
ス
イ
ー
ツ
付
）

●
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
申

込
用
紙
ま
た
は
電
話
で
前
日
ま

で
に
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

　

 

企
画
調
整
課 

政
策
調
整

室☎（
２４
）５
２
０
７

問

申

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た

「
新
春
市
民
の
集
い
」
を
次
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
会
費

を
添
え
て
１２
月
１５
日（
火
）ま
で

総
務
課
行
政
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
住
民
課
地
域
振
興
班
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
限
後
に
申
し
込
ま
れ

た
方
は
、
出
席
者
名
簿
に
お
名

前
が
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

平
成
２８
年
１
月
４
日

（
月
）午
前
１０
時

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ

●
会
費　

１
０
０
０
円

　

 

　

 

総
務
課 

行
政
係

☎（
２４
）５
２
０
４

問

申

　

会
津
喜
多
方
国
際
交
流
協
会

で
は
、
リ
ン
ゴ
や
イ
カ
、
エ
ビ

な
ど
が
入
っ
た
本
格
的
な
キ
ム

チ
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
作

り
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

す
。
最
終
日
は
、
出
来
上
が
っ

た
キ
ム
チ
を
試
食
し
ま
す
。

●
日
時　

１２
月
１９
日（
土
） 

午
前

土地・建物の調査測量
会社・法人の登記

農地法３条・５条の許可申請

男
女
共
同
参
画
関
連
講
座

「
つ
な
ぐ
カ
フ
ェ
」
開
催

イ
ベ
ン
ト

平
成
28
年

「
新
春
市
民
の
集
い
」

白
菜
キ
ム
チ
作
り
教
室

③　

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

④　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

⑤　

介
護
保
険
の
要
支
援
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

⑥　

難
病
患
者

⑦　

①
～
⑥
に
準
ず
る
状
態
に

あ
る
方

●
登
録
方
法　

高
齢
福
祉
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
窓
口

に
備
え
付
け
の
登
録
票
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
名
簿
へ
の
登
録
は
、
個
人
情

報
の
保
護
の
観
点
か
ら
原
則
と

し
て
本
人
に
よ
る
申
請
と
な
り

ま
す
が
、
本
人
の
身
体
状
況
な

ど
で
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、

配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
、
保
護

者
に
よ
る
代
理
申
請
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
登
録
内
容
の
変
更

や
、
登
録
の
必
要
が
無
く
な
っ

た
場
合
は
市
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

 

　

 

高
齢
福
祉
課 

い
き
が
い

支
援
係

☎（
２４
）５
２
３
０
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

問

申

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分　

白
菜

の
塩
漬
け
、
ヤ
ン
ニ
ョ
ム（
キ

ム
チ
の
漬
け
ダ
レ
）の
下
準
備

な
ど

午
後
３
時
～
４
時　

白
菜
を
上

下
ひ
っ
く
り
返
す
作
業

１２
月
２０
日（
日
）午
前
９
時
３０
分

～
午
後
２
時
３０
分　

ヤ
ン
ニ
ョ

ム
作
り
、
キ
ム
チ
作
り
仕
上
げ
、

試
食

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

栄
養
指
導
室

●
講
師　

大
場 

礼
生
氏（
韓
国

出
身
）

●
参
加
費　

協
会
会
員　

２
０

０
０
円
、
一
般　

３
０
０
０
円

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。

●
定
員　

２０
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

※
催
行
人
数（
１０
人
）に
満
た
な

い
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　

１２
月
１１
日

（
金
）ま
で
に
、
会
津
喜
多
方
国

際
交
流
協
会
事
務
局
ま
で
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル m

ailakia@
sea

green.ocn.ne.jp

、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）

７
１
７
１
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

 

　

 

会
津
喜
多
方
国
際
交
流

協
会
事
務
局（
会
津
喜
多
方
商

工
会
議
所
内
）

☎（
２４
）３
１
３
１

問

申
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●
募
集
期
間　

平
成
２８
年
１１
月

３０
日
ま
で
随
時
募
集
し
ま
す
。

●
支
援
内
容

①
「
喜
多
方
市
合
併
１０
周
年
記

念
事
業
」
ま
た
は
「
喜
多
方
市

合
併
１０
周
年
記
念
」
の
名
称
使

用②
市
の
広
報
媒
体（
広
報
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）を
通
し
て

の
事
業
の
Ｐ
Ｒ

●
申
請
方
法　

事
業
の
開
催
３０

日
前
ま
で
に
、
承
認
申
請
書
に

事
業
の
内
容
が
分
か
る
書
類
を

添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

　

 

企
画
調
整
課 

秘
書
広
報

室☎（
２４
）５
２
０
５

問

申

け
花
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

１２
月
１２
日（
土
）午
前

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

●
場
所　

市
立
図
書
館
２
階
第

２
閲
覧
室

●
定
員　

５
人（
要
申
込
み
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
参
加
料　

花
代
２
０
０
０
円

●
対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上

●
そ
の
他　

道
具
な
ど
は
図
書

館
で
準
備
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法　

参
加
希
望

の
方
は
お
早
め
に
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
ま
た
は
お
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 

　

 

市
立
図
書
館　

☎（
２２
）１
８
５
５

問

申

　

生
活
習
慣
病
予
防
を
中
心
と

し
た
健
康
づ
く
り
を
学
ぶ
教
室

で
す
。
毎
回「
テ
ー
マ
」を
変
え
、

ミ
ニ
講
話
、
調
理
実
習
を
実
施

し
ま
す
。

　

第
３
回
目
の
テ
ー
マ
は
『
脂

質
異
常
症
』
で
す
。

　

数
種
類
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を

利
用
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ

ン
ド
の
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
を
作

り
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
ア
ロ

マ
ス
プ
レ
ー
を
自
宅
で
使
い
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

平
成
２８
年
１
月
２３
日

（
土
）午
前
１０
時
～

●
講
師　

井
上　

恵
美　

先
生

●
費
用　

材
料
費　

６
０
０
円

●
参
加
対
象　

１８
歳
以
上
３５
歳

ま
で
の
市
内
在
住
の
方
、
も
し

く
は
通
勤
さ
れ
て
い
る
方

●
定
員　

１０
人

●
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

　

 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３

問

申

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
花
か
ら
お

正
月
花
に
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
生

喜
多
方
市
合
併
10
周
年
記
念

連
携（
冠
）事
業

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
新
規
講
座

「
心
を
癒
す
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
」

「
み
ん
な
の
ご
は
ん
」参
加
者

第
３
回
図
書
館
生
活
充
実
講
座

「
生
け
花
」

● 英会話　● リトミック　● 食　育　● 運　動

（山都町出身・きたかた応援大使）

イ
ベ
ン
ト

募　

集

冬
ま
つ
り
物
産
展

出
展
者

●
開
催
日
・
場
所

・
保
健
セ
ン
タ
ー

　

１２
月
２２
日（
火
）

・
熱
塩
加
納
町
夢
の
森

　

１２
月
１４
日（
月
）

・
塩
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

１２
月
８
日（
火
）

・
山
都
保
健
セ
ン
タ
ー

　

平
成
２８
年
１
月
１９
日（
火
）

・
カ
イ
ギ
ュ
ウ
ラ
ン
ド
た
か
さ

と
　

１２
月
９
日（
水
）

※
５
日
前
ま
で
要
予
約
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

　

 

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３

問

申

　

平
成
２８
年
１
月
４
日
に
喜
多

方
市
は
合
併
１０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
「
喜
多
方

市
合
併
１０
周
年
記
念
」
の
冠
称

を
付
し
て
実
施
す
る
事
業
を
募

集
し
ま
す
。

●
対
象
事
業　

平
成
２８
年
１
月

１
日
か
ら
平
成
２８
年
１２
月
３１
日

ま
で
の
期
間
に
実
施
さ
れ
、
市

民
も
し
く
は
市
内
に
活
動
拠
点

を
置
く
団
体
が
主
催
す
る
事
業

※
営
利
を
主
た
る
目
的
と
し
て

い
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
日
時　

平
成
２８
年
２
月
１３
日

10th
Anniversary



　　広報きたかた　2015.12◯23

情 報 ステーション

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
よ
り

喜
多
方
都
市
計
画
火
葬
場
の

決
定
に
関
す
る
公
聴
会

〒966-0086 喜多方市字西四ッ谷43番地 102

東  京  営  業  所 福  島  営  業  所 坂  下  出  張  所

お
知
ら
せ

　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
斎
場
は
、
設
置
さ
れ
て
か

ら
４０
年
以
上
が
経
過
し
、
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

【
一
級
建
築
配
管
作
業（
技
能
検

定
実
技
試
験
対
策
）】

●
日
時　

平
成
２８
年
１
月
７
日

（
木
）、
８
日（
金
）午
前
９
時
～

午
後
４
時

●
受
講
料　

４
３
０
０
円　

教
材
費　

１
万
８
０
０
０
円

●
申
込
期
限　

１２
月
２２
日（
火
）

●
定
員　

１０
人

【
販
売
士
検
定
３
級（
受
験
対

策
）】

●
日
時　

平
成
２８
年
１
月
６
日

（
水
）、
７
日（
木
）、
８
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
受
講
料　

３
７
０
０
円　

●
教
材
費　

１
６
２
０
円

●
申
込
期
限　

１２
月
２２
日（
火
）

●
定
員　

１０
人

【
品
質
管
理
２
級（
受
験
対
策
）】

●
日
時　

平
成
２８
年
１
月
１３
日

（
水
）、
１４
日（
木
）、
１５
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
受
講
料　

６
１
０
０
円

●
教
材
費　

３
６
０
０
円　

     

●
申
込
期
限　

１２
月
２２
日（
火
）

●
定
員　

１５
人

か
ら
、
新
た
な
施
設
の
建
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
法
第
１６
条
第
１
項

に
基
づ
き
公
聴
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
公
聴
会
は
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
、
公
聴
会
に

出
席
し
意
見
を
述
べ
た
い
方

は
、
公
述
の
申
し
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

１２
月
１８
日（
金
）午
後

６
時
３０
分

●
場
所　

本
庁
舎
ホ
ー
ル
棟
２

階
大
会
議
室

●
公
述
人
の
資
格

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

●
公
述
の
申
出　

１２
月
１５
日（
火
）

ま
で
に
、
必
要
事
項
を
記
載
し

た
公
述
申
出
書
を
建
設
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
述
申
出
書
は
建
設
課
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

●
公
述
人
の
選
定　

公
述
申
出

書
の
中
に
同
じ
内
容
の
意
見
が

多
数
あ
る
場
合
は
、
公
述
人
を

選
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
公
聴
会
の
傍
聴　

公
聴
会
を

傍
聴
し
た
い
方
は
、
当
日
、
会

場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
都
合
で
傍
聴
席
の
数

を
限
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
Ｊ
ｗ

−ｃ
ａ
ｄ
基
礎（
建
築
図

面
）】

●
日
時　

平
成
２８
年
１
月
２０
日

（
水
）、
２１
日（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
受
講
料　

３
１
０
０
円　

教
材
費　

３
４
５
６
円

●
申
込
期
限　

平
成
２８
年
１
月

５
日（
火
）

●
定
員　

１０
人

【
英
会
話
講
座（
基
礎
）】

●
日
時　

平
成
２８
年
１
月
２７
日

（
水
）、
２８
日（
木
）、
２９
日（
金
）、

２
月
１
日（
月
）

午
後
１
時
～
４
時

●
受
講
料　

３
１
０
０
円　

●
申
込
期
限　

平
成
２８
年
１
月

１３
日（
水
）

●
定
員　

１５
人

●
申
し
込
み
方
法　

本
校
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.tc-ai
zu.ac.jp/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
「
受
講
申
込
書
」
に
記
入

し
、
郵
送（
〒
９
６
９
―
３
５
２

７
喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿
場
４

の
１６
）、
持
参
、
も
し
く
は
Ｆ

Ａ
Ｘ（
２７
）３
３
１
２
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

 

　

 

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ

デ
ミ
ー
会
津

☎（
２７
）３
２
２
１

問

申

　

 

　

 

建
設
課 

ま
ち
づ
く
り
推

進
室

☎（
２４
）５
２
４
０

問

申

（
土
）午
前
１０
時
～
午
後
５
時
、

１４
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
４

時●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ

ー
ル
な
ど

●
募
集
数　

４９
ブ
ー
ス
程
度（
飲

食
不
可
）

●
出
展
料　

１
ブ
ー
ス
４
０
０

０
円（
面
積
２
・
４
×
２
㍍
、

テ
ー
ブ
ル（
１
・
８
×
０
・
４５
㍍
）

１
～
２
台
、
椅
子
２
脚
）

※
予
定
の
た
め
、
変
更
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り　

１２
月
１６
日（
水
）

厳
守　

 

　

 

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
冬
ま

つ
り
実
行
委
員
会（
観
光
交
流

課
内
）

☎（
２４
）５
２
４
９

問

申
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林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま

す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て

お
り
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加

入
し
て
い
た
の
か
分
か
ら
な
い

方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契

約
者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ

ん
に
対
し
、
各
種
手
続
き（
共

済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請

求
な
ど
）の
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
、
で
き
る
限
り
の
範
囲
に

お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ htt

p://w
w

w
.rintaikyo.taisyoku

kin.go.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構 

林
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部

☎
０３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

問

　

冬
季
間
は
暖
房
や
除
雪
に
使

用
す
る
灯
油
や
軽
油
な
ど
が
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
川
に
流
出
す

る
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
給

油
の
際
は
そ
の
場
か
ら
離
れ
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
灯
油
な
ど
を
流
出
さ
せ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
布

な
ど
で
回
収
し
、
環
境
課
、
喜

多
方
消
防
署
予
防
課
☎（
２２
）６

２
１
１
、
会
津
地
方
振
興
局
☎

０
２
４
２（
２９
）３
９
１
２
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

環
境
課

☎（
２４
）５
２
６
１
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

問

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）か
ら

県
民
健
康
調
査

「
甲
状
腺
検
査
」が
始
ま
り
ま
す

喜
多
方
消
防
本
部
か
ら

油
の
流
出
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

「
労
働
困
り
ご
と

相
談
会
」

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
搭

載
さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
の

更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１２

月
２２
日（
火
）が
最
終
更
新
日
で

す
。
１２
月
２３
日
以
降
は
更
新
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
交
付
ま

で
長
い
期
間
が
掛
か
り
、
確
定

申
告
ま
で
間
に
合
わ
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
確
定
申
告
に

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
開
始
さ

れ
て
も
、
有
効
期
間
の
満
了
日

ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

 

市
民
課 

市
民
窓
口
班

☎（
２４
）５
２
２
５
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

問 更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１２

月
２２
日（
火
）が
最
終
更
新
日
で

載
さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
の１２

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
長
期
に

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
賃

金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条

件
、
解
雇
、
退
職
な
ど
の
労
働

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に

つ
い
て
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　

１２
月
１３
日（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

●
現
地
相
談
会

会
津
若
松
会
場　

会
津
若
松
市

生
涯
総
合
セ
ン
タ
ー（
会
津
稽

古
堂　

会
津
若
松
市
栄
町
３
‐

５０
）

郡
山
会
場　

郡
山
市
労
働
福
祉

会
館（
郡
山
市
虎
丸
町
７
‐
７
）

※
現
地
相
談
会
は
、
事
前
予
約

を
受
付
け
て
い
ま
す（
１２
月
１１

日（
金
）午
後
４
時
締
め
切
り
）。

な
お
、
予
約
な
し
で
も
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

●
労
働
困
り
ご
と
相
談
は
、
来

所
・
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル roudous

oudan@
pref.fukushim

a.lg.jp

で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

 

　

 

福
島
県
労
働
委
員
会
事

務
局

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

問

申

●
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

全
て
の
住
宅
に
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
で
大
切
な
命
を
失
わ
な

い
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
作

動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

喜
多
方
消
防
本
部 

消
防
課

☎（
２２
）６
２
１
３

問

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
で
電
子

証
明
書
を
利
用
し
て
い
る

方
へ
の
重
要
な
お
知
ら
せ

見
守
る
た
め
、
甲
状
腺
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
へ
は
既
に
「
甲
状
腺
検
査

の
お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
、

１２
月
か
ら
市
内
で
の
検
査
が
始

ま
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方　

平
成
２３
年

３
月
１１
日（
震
災
時
）に
県
内
に

お
住
ま
い
の
方
で
、
平
成
４
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
２３
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方　

平
成
２３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２４
年
４
月
１
ま
で
に
生
ま
れ
た

方●
実
施
会
場　

小
学
校
、
中
学

校
お
よ
び
高
等
学
校
な
ど
に
在

籍
し
て
い
る
方
は
学
校
な
ど
で

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、

喜
多
方
プ
ラ
ザ
、
山
都
保
健
セ

ン
タ
ー
で
も
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
指
定
の
病
院
や
市

外
で
も
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
午
前
９
時
～
午
後
５

時　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

 

福
島
県
立
医
科
大
学 

ふ
く

し
ま
国
際
医
療
科
学
セ
ン
タ
ー 

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
４（
５
４
９
）５
１
３
０

問
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
１２
月

中
に
順
次
、
新
し
い
福
島
県
版

の
電
話
帳
を
各
家
庭
や
事
業
所

へ
お
届
け
し
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
お

届
の
際
に
回
収
し
ま
す
の
で
配

達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

配
達
員
へ
渡
せ
な
か
っ
た
場

合
に
は
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
」
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

☎
０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９

問

年　

金
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の

電
話
帳
を
発
行
し
ま
す

年
金
相
談
の
受
け
付
け

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
、

農
業
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

国
民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的

な
年
金
制
度
で
す
。
加
入
で
き

る
の
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の

方
で
す
。

●
日
時　

１２
月
１０
日（
木
）、
平

成
２８
年
１
月
１４
日（
木
）午
前
１０

時
３０
分
～
午
後
４
時

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
一

会
議
室

●
相
談
時
間　

一
人
３０
分
程
度

※
事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の
み

利
用
で
き
ま
す
。
必
ず
相
談
日

の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
定
人
数
と
な
り
次

第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

・
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）午
前
８
時
３０
分

～
午
後
７
時

・
火
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

・
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
３０

分
～
午
後
４
時

☎
０
５
７
０（
０５
）１
１
６
５

　

加
入
は
任
意
で
、
い
ろ
い
ろ

な
年
金
の
タ
イ
プ
か
ら
現
在
の

状
況
や
将
来
設
計
に
あ
わ
せ
て

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

年
金
受
給
前
や
保
証
期
間
内
に

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、

ご
家
族
に
一
時
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。（
保
証
が
な
い
タ
イ
プ

の
年
金
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
）

　

な
お
、
掛
金
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
、
受
け
取
る
年
金
は

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
に
な

り
、
税
制
面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

 

福
島
県
国
民
年
金
基
金

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

（
６５
）４
１
９
２

問

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
へ　

国
民
年
金
基
金

制
度
の
ご
案
内

　

 

　

 

会
津
若
松
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で
⑨
の
次
に
⑤

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

問

申年末年始の市役所窓口業務

各種証明申請は
お早めに!

　市役所（本庁および各総合支所）の窓口
業務は、12月29日（火）から平成28年1月3
日（日）までの間休みとなります。各種証
明書などを必要とされる方は、12月28日

（月）までに交付を受けるようお願いいた
します。
　なお、各種戸籍の届出（出生、死亡、婚
姻届など）の受け付けは随時、埋火葬許
可証交付は午前8時30分から午後5時15分
まで行っています。
問 市民課 市民窓口班☎（24）5225
　 税務課 税制収納班☎（24）5216
　 または、各総合支所住民課

年末年始のごみ処理

  家庭ごみ収集
12月31日（木）から平成28年1月3日（日）まで収集
をお休みします。

  粗大ごみなどの自己搬入
環境センター山都工場への粗大ごみなどの自己
搬入は、12月29日（火）午後4時30分まで受け入れ、
来年は、平成28年1月4日（月）から受け入れを始
めます。

問 環境課☎（24）5261または各総合支所住民課問

問
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　市では、降雪に備え交通の確保と市民生活の安定を図
り、除雪作業の万全を期すため、市民の皆さんのご理解
とご協力をお願いします。

   ★除雪作業は15センチ以上の積雪で出動いたします。
　市では、市内各所に除雪車（歩道除雪車を含む）を配置
し、降雪に備える体制を確立します。除雪作業は概ね15
センチの積雪があった場合に出動しますが、効率的な除
雪作業を行うため、次の点にご協力をお願いします。

   ★雪捨ては指定された場所へ運搬してください。
　市では、次の箇所を雪捨場として予定しております。
　○濁川流域　　　 ・下三宮橋上流東側20m
　　　　　　　　　 ・新町橋下流西側の河川敷
　　　　　　　　　 ・新宮橋下流西側の河川敷
　○一ノ戸川流域　 ・太田橋上流東側の河川敷
　※下三宮橋上流東側の雪捨場については、上三宮小学
　　校の通学路となっていますので、児童の登下校の安
　　全確保のため、午前7時〜8時30分、午後3時〜5時
　　には絶対に雪捨てをしないでください。

   ★雪による災害関係について
　断続的に雪が降り続き、災害が発生する恐れがある場
合、生活防災課または各総合支所住民課へ連絡してくだ
さい。

建　設　課　管　理　係  ☎(24)5245
熱塩加納総合支所建設課  ☎(36)2114
塩 川 総 合 支 所 建 設 課  ☎(27)2113
山 都 総 合 支 所 建 設 課  ☎(38)3851
高 郷 総 合 支 所 建 設 課  ☎0241(44)2115

生活防災課消防防災係  ☎（24）5221
熱塩加納総合支所住民課  ☎（36）2111
塩 川 総 合 支 所 住 民 課  ☎（27）2111
山 都 総 合 支 所 住 民 課  ☎（38）3811
高 郷 総 合 支 所 住 民 課  ☎0241（44）2111

安全で効率的な除雪作業に
ご協力をお願いします。

除雪・消雪に関するお問い合わせ

災害に関するお問い合わせ

○個人からの除雪の要請には応じることはできません。
　除雪の要請は必ず行政区長さんを通じてご連絡ください。
○路上駐車は絶対にしないでください。
　路上駐車は大変危険なばかりか、除雪作業に大変支障をきたすため絶対にしないでください。
○危険な箇所などには目印を設置してください。
　毎年「除雪作業によって門・塀などが破損した」という報告が寄せられます。被害が予想され
る箇所、危険な箇所などにはあらかじめ目印を設置するなど各自で予防策を講じてください。
○屋根からの雪・宅内の雪に責任を持ち対応してください。
　屋根からの雪（なだれ）が道路に落ちた場合は建物所有者が片付けてください。なだれ止めや「な
だれ危険」の注意喚起の看板を設置するなど歩行者に被害がないようにしてください。
　また、せっかく除雪した道路に宅内の雪を捨てることは大変危険なばかりか、除雪作業の効率
低下につながりますので絶対にしないでください。
○消雪施設のある道路ではモラルのある運転を心がけください。
　消雪散水中の道路を自動車で通行する際は、歩行者（特に通勤・通学時間帯）に水がかからな
いようスピードを落とし、モラルのある運転を心がけてください。
○除雪機械運行管理システムを導入します。
　本システムを今年から導入することにより、除雪車輛の運行位置情報をタイムリーに把握する
ことが可能となり、区長さんからの問い合せに迅速な対応や除雪作業の効率化が図られます。
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　ポスターコンテストでは481点、フォトコンテス
トでは90点の作品が県内外から寄せられ、入賞作
品が決まりました。表彰式は10月30日、熱塩加納
総合支所大会議室で行われポスターコンテスト最
優秀賞の関本 悠太郎さんらが表彰を受けました。
受賞者は次のとおり（敬称略）
ポスターコンテスト　高学年の部▽最優秀賞=関本 
悠太郎（堂島小6年）▽優秀賞=鈴木 凜乃（松山小6
年）、塩原 未夢（上三宮小6年）低学年の部▽最優秀
賞=長澤 駿（第三小1年）▽優秀賞=佐藤 希美（第二
小3年）、久家 千夏（第二小3年）　
フォトコンテスト▽最優秀賞=笹岡 伸仁（猪苗代

町）▽優秀賞=坂本 禮三（福島市）▽入選=佐山 勝信（会津若松市）、鈴木 浩二（須賀川市）、髙橋 好（山形
県米沢市）、菊地 美雄（福島市）、近藤 仁（喜多方市）▽特別賞=安カ川 幸夫（いわき市）
問 熱塩加納総合支所産業課☎（36）2115

●指定区域
　県警察における平成27年度の整
備箇所として、市役所南側の第二小
学校付近の区域が「ゾーン30」に選
定され、速度30キロ規制の標識や標
示が整備されました。
　同区域には、第二小学校があり、
付近道路は通学路となっていますの
で、速度を落とし、歩行者・自転車
の安全確保をお願いします。
●ゾーン30とは
　歩行者の安全な通行を確保するため、区域（ゾーン）を定めて時速30キロの速度規制を実施し、その他
の安全対策を組み合わせ、ゾーン内における速度抑制や、ゾーン内を抜け道として通行する行為の抑制
を図る生活道路対策です。
問 喜多方警察署☎（22）5111

市役所南側の第二小付近がゾーン30に

コミュニティ助成事業で整備

2015三ノ倉高原ひまわり畑ポスター・三ノ倉高原花畑フォトコンテスト表彰式

　（一財）自治総合センターでは宝くじの社会貢献広
報事業として地域コミュニティの健全な発展を図る
目的で「コミュニティ助成事業」を実施しています。
　平成27年度は北町町内会が助成を受けて、LED防
犯灯（ポール型15基）を整備しました。
　今後は、地域の皆様の安全・安心に寄与しながら、
一層のコミュニティの維持・活性化に活かされます。
問 申 企画調整課 地域振興対策室☎（24）5209

問

問

問申
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喜
多
方
西
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画
整
理
事
業
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内
お
よ
び
塩
川
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
内
の
保
留
地
を
公
売
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
所
在
、
面
積
お
よ
び
価
格

　

各
公
売
土
地
一
覧
の
と
お
り

◆
受
付
期
間

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
３０
分

～
午
後
５
時
１５
分

◆
申
し
込
み

　

電
話
で
確
認
の
う
え
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
担

当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他　

申
し
込
み
先
着
順
に
契
約
と

な
り
ま
す
。

問 

申 

喜
多
方
分
に
つ
い
て
は

建
設
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎ （
２４
）５
２
４
１

塩
川
分
に
つ
い
て
は

塩
川
総
合
支
所
建
設
課 

建
設
管
理
係

☎（
２７
）２
１
１
３ 

問

申

「用途地域」とは…

○第一種低層住居専用地域
低層住宅の良好な環境を守るための地域
です。小規模なお店や事務所を兼ねた住
宅や小中学校などが建てられます。

○第一種中高層住居専用地域
中高層住宅の良好な環境を守るための地
域です。病院、大学、500㎡までの一定の
お店などが建てられます。

○第二種中高層住居専用地域
主に中高層住宅の良好な環境を守るため
の地域です。病院、大学などのほか、1,500
㎡までの一定のお店や事務所などが建て
られます。

○第一種住居地域
住居の環境を守るための地域です。3,000
㎡までのお店、事務所、ホテルなどが建
てられます。

喜多方西部土地区画整理事業区域

【喜多方西部土地区画整理事業区域公売土地一覧】　　　　　　　　　　　　　　（平成27年11月1日現在）

図面
番号 所在地 面積

（㎡）
単価

（円/㎡） 価格（円） 用 途 地 域
建ぺい率（%）

／
容積率（%）

学区

13 押切一丁目119番地 579.39 13,700 7,937,643 第一種中高層
住居専用地域 50 ／ 150

第一小学校
第二中学校23 押切三丁目166番地 345.56 15,200 5,252,512 第一種住居地域 60 ／ 200

1-6 押切東二丁目100番地 244.30 18,700 4,568,410 第二種中高層
住居専用地域 60 ／ 200

■水道／公営水道　■ガス／個別プロパン　■汚水・排水／個別に合併浄化槽設置が必要です。

住
宅
用
地
を

販
売
し
ま
す

～
市
の
保
留
地
公
売
の
お
知
ら
せ
～
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塩川駅西土地区画整理事業区域

【塩川駅西土地区画整理事業区域公売土地一覧】　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年11月1日現在）

図面
番号 所在地 面積

（㎡）
単価

（円/㎡） 価格（円） 用 途 地 域
建ぺい率（%）

／
容積率（%）

学区

① 諏訪町二丁目34番地 356.44 28,000 9,980,320
第一種住居地域 60 / 200

塩川
小学校

塩川
中学校

② 諏訪町二丁目71番地 352.47 28,600 10,080,642
③ 諏訪町二丁目60番地 442.91 28,300 12,534,353
④ 御殿場二丁目50番地 307.61 28,300 8,705,363

第一種低層
住居専用地域 40 /    60⑤ 御殿場二丁目63番地 306.16 28,300 8,664,328

⑥ 御殿場二丁目65番地 399.24 37,200 14,851,728
⑦ 御殿場一丁目65番地 272.97 30,900 8,434,773 第一種中高層

住居専用地域 50 / 150
⑧ 御殿場一丁目70番地 241.32 28,300 6,829,356
⑨ 御殿場一丁目104番地 252.95 37,500 9,485,625

第一種住居地域 60 / 200
⑩ 御殿場一丁目103番地 252.96 37,500 9,486,000

⑪ 御殿場三丁目24番地 331.33 30,600 10,138,698 第一種中高層
住居専用地域 50 / 150

⑬ 御殿場四丁目11番地 343.15 28,000 9,608,200 第一種低層
住居専用地域 40 /    60

⑭ 御殿場六丁目37番地 285.42 36,800 10,503,456 第一種住居地域 60 / 200

⑮ 御殿場六丁目39番地 993.05 27,300 27,110,265 第一種低層
住居専用地域 40 /    60

■水道／公営水道　■ガス／個別プロパン　■汚水・排水／公共下水道
※⑮については、区画を分割しての販売も可能です。ご相談ください。
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【お詫びと訂正】
　広報きたかた11月号11ページでお知らせしました「市に申し込む保育施設、幼稚園一覧」の
中で、保育施設の名称に誤りがありましたのでお詫びして訂正いたします。

（誤）西羽賀こども園　→　（正）高郷こども園
問 申 こども課 子育て支援係☎（24）5229

ふるさと納税（寄附）へのご協力ありがとうございます
　平成27年度の寄附の状況は、10月末現在で715人の方から12,111,992円をお寄せいただきま
した。
　市では、ご寄附いただきました皆さんのお気持ちに沿えるよう、大切に使わせていただきた
いと考えております。
　これまでの詳細および申し込み方法などは市ホームページをご覧ください。
　今後とも「ふるさと喜多方」に対するご支援をよろしくお願いします。
問 申 企画調整課 地域振興対策室☎（24）5209

【採用デザイン作成者】
垂水 秀行（たるみ　ひでゆき）さん

（香川県丸亀市在住）
【デザイン作成者の作品への思い】

　喜多方の代名詞である「蔵」と「ラーメン」
を組み合わせて、直感的に喜多方市をイメ
ージできるように表現しました。（中略）麺
やスープに躍動感を持たせて、元気で明る
い喜多方市をイメージしてもらえるように、
そして多くの人たちが訪れてさらなる活気
に包まれるように想いを込めています。

多数のご応募ありがとうございました!
　市では合併10周年を迎えるのを機に、市内外で本市の魅力をPRするとともに、市民の方々に
郷土愛を深めていただくことを目的に原動機付自転車のご当地ナンバープレート導入事業に取
組み、デザインを全国に募集を行ったとこ
ろ、市内外の方より41作品のご応募をいた
だきました。選考委員会における厳正な選
考の結果、この度採用するデザインが決定
しました

【対象車種】
　原動機付自転車　  50cc（白　色）
　　　同　上　　　  90cc（薄黄色）
　　　同　上　　　125cc（薄桃色）
　ミ　ニ　カ　ー    　　   （薄青色）

【交付開始および交付場所】
　平成28年1月4日（月）から
　税務課（本庁舎1階）、各総合支所住民課

問 税務課 税制収納班　☎（24）5216

ご当地ナンバープレートデザイン決定!!

問

問

問

申

申

　　　　    第７回「非核平和のまち宣言」記念作文・習字コンクール

・新規登録の場合、ご当地ナンバーと既存のナ
ンバーのいずれかを選択できます。

・既存のナンバーの場合、ご当地ナンバーへの
交換もできます。

手続きには…
・新規登録の場合
  所有者の印鑑、メーカー名および車体番号

の情報などがわかる書類
・既存ナンバーからの交換の場合
   所有者の印鑑、既存のナンバープレート

が必要になります。
※いずれの場合も手数料は掛かりません。
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　第7回「非核平和のまち宣言」記念作文・習字コン
クールの表彰式を10月23日に開催しました。
　市内の小中学校から、習字の部946点、作文の部123
点の応募があり、審査の結果、15人が表彰されました。
　各部門の受賞結果および受賞作品は、次のとおりで
す。（敬称略）
問 企画調整課政策調整室☎(24)5207

「非核平和のまち宣言」
記念作文･習字コンクール表彰式

第
７
回

問

習
字（
硬
筆
）１
・
２
年
生
の
部

習
字（
毛
筆
）３･

４
年
生
の
部

習
字（
毛
筆
）５
・
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

園
部
あ
お
い（
加
納
小
２
年
）

最
優
秀
賞　

大
塚　

柚
佳（
上
三
宮
小
３
年
）

最
優
秀
賞　

小
田
切　

咲
彩（
第
一
小
６
年
）

優
秀
賞　

大
森　

和
佳
奈（
第
二
小
２
年
）

優
秀
賞　

薄　

奈
々
実（
第
一
小
４
年
）

優
秀
賞　

小
荒
井　

萌（
第
一
小
６
年
）

優
秀
賞　

遠
藤　

爽
真（
加
納
小
２
年
）

優
秀
賞　

西
島　

明
良（
第
一
小
４
年
）

優
秀
賞　

戸
田　

結
菜（
第
二
小
６
年
）

優
秀
賞　

鈴
木　

芽
琉（
加
納
小
１
年
）

優
秀
賞　

生
井　

宏
卓（
豊
川
小
４
年
）

優
秀
賞　

大
塚　

桃
佳（
上
三
宮
小
５
年
）
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殺
し
た
人
が
英
雄
に
な
れ
る
の
で
す
。
戦
争
は
人
間
の
心

も
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。「
安
ら
か
に
眠
っ
て
く
だ
さ
い
。

過
ち
は
繰
返
し
ま
せ
ん
か
ら
。」
こ
れ
は
広
島
に
あ
る
原

爆
慰
霊
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。
戦
争
で
犠
牲
に

な
っ
た
多
く
の
人
々
の
た
め
に
も
、
も
う
二
度
と
戦
争
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
平
和
を
願
い
、

手
と
手
を
と
り
あ
っ
て
平
和
の
輪
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
協
力
し
合
っ
て
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
世
界
中
の
誰
も
が
望
む
、
平
和

な
世
界
へ
と
。

　

今
か
ら
７０
年
前
の
８
月
、
日
本
に
戦
争
に
よ
り
二
度
の

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
そ
の
映
像
は
毎
年
８
月
に
な

る
と
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
が
、
そ
の
光
景
は
本
当
に
見

る
の
も
無
残
で
、巨
大
な
灰
色
の
「
き
の
こ
雲
」
も
あ
る
。

当
時
の
人
た
ち
は
、
投
下
さ
れ
た
爆
弾
が
「
核
兵
器
」
だ

と
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
投
下
後
も
放
射
性
物
質
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
発
症
し
、
戦
後
長
い
間
苦
し
め
ら

れ
続
け
た
。
今
考
え
て
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、「
核
兵
器
」
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
た
世
界
の

国
々
は
、
防
衛
や
他
国
へ
の
威
嚇
の
た
め
に
「
核
兵
器
」

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
日
本
で
は
「
非
核
三

原
則
」
を
守
り
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
２
０
１
１
年
３

月
１１
日
午
後
２
時
４６
分
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
津
波

に
よ
り
福
島
第
一
原
発
二
号
機
が
爆
発
し
た
。
私
は
当
時

小
学
４
年
生
で
、
今
ま
で
に
な
い
と
て
も
大
き
な
地
震
に

驚
き
、
家
で
小
学
６
年
生
の
姉
と
２
人
で
泣
い
て
い
た
の

は
覚
え
て
い
る
が
、
原
発
の
爆
発
に
関
し
て
は
、
ま
わ
り

で
騒
い
で
い
て
も
そ
ん
な
に
大
変
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

　　　　    第７回「非核平和のまち宣言」記念作文・習字コンクール
　
「
空
襲
警
報
、
空
襲
警
報
」

　

昭
和
２０
年
、
３
月
。
東
京
の
町
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響

き
ま
し
た
。
東
京
大
空
襲
で
す
。
焼
夷
弾
が
火
の
雨
と
な

っ
て
降
り
そ
そ
ぐ
東
京
は
、
逃
げ
回
る
人
々
と
泣
き
叫
ぶ

声
で
あ
ふ
れ
、
炎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
の
祖
父
は
東
京
大
空
襲
を
体
験
し
ま
し
た
。
祖
父
が

ま
だ
四
歳
の
と
き
の
こ
と
で
す
。防
空
ず
き
ん
を
か
ぶ
り
、

幼
い
祖
父
は
母
親
に
背
お
わ
れ
て
小
学
校
に
避
難
し
た
そ

最
優
秀
賞
「
平
和
の
輪
を
築
く
」

優
秀
賞
「
核
兵
器
と
原
子
力
発
電
」

会
北
中　

３
年　

菅
井 

日
菜
乃

第
一
中　

３
年　

大
竹 

純
佳

作　

文　

の　

部

う
で
す
。
も
の
す
ご
い
爆
音
と
地
響
き
が
し
て
、
周
り
は

真
っ
赤
に
な
り
、
ま
る
で
火
の
海
の
よ
う
だ
っ
た
と
祖
父

は
言
い
ま
す
。
い
つ
自
分
の
と
こ
ろ
に
落
ち
て
く
る
か
分

か
ら
な
い
、
そ
ん
な
恐
怖
の
な
か
そ
の
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。
翌
朝
、
祖
父
は
小
学
校
の
屋
上
へ
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
目
の
前
に
広
が
る
一
面
の
焼
け
野
原
。
何
も
か
も

焼
け
て
な
く
な
り
、
町
の
様
子
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
祖
父
は
命
は
助
か
っ
た
も
の
の
、
家
が
焼

け
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
親
戚
を
頼
っ
て
こ
の

喜
多
方
に
疎
開
し
て
き
ま
し
た
。
空
襲
に
対
し
て
い
ろ
い

ろ
と
備
え
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
は
何
も
持
ち
出
す

こ
と
が
で
き
ず
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
逃
げ
て
き
た
そ
う

で
す
。

　

祖
父
に
は
歳
の
は
な
れ
た
お
兄
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
祖

父
の
名
前
を
付
け
て
く
れ
て
、
と
て
も
可
愛
い
が
っ
て
く

れ
た
そ
う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
祖
父
に
は
そ
の
記
憶
が

な
い
そ
う
で
す
。
陸
軍
に
召
集
さ
れ
た
お
兄
さ
ん
は
昭
和

１７
年
、
２３
歳
と
い
う
若
さ
で
中
国
の
湖
南
省
で
戦
死
さ
れ

た
の
で
す
。
大
事
に
育
て
て
き
た
息
子
を
戦
争
で
失
い
、

空
襲
に
よ
っ
て
住
ん
で
い
た
家
ま
で
も
焼
か
れ
て
し
ま
っ

た
祖
父
の
両
親
は
、
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
喜
多
方
に
来
た

の
で
し
ょ
う
か
。
疎
開
し
て
か
ら
の
祖
父
の
戦
争
の
記
憶

は
、
と
に
か
く
お
腹
が
す
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

と
言
い
ま
す
。東
京
か
ら
比
べ
れ
ば
畑
や
田
ん
ぼ
が
あ
り
、

食
べ
物
の
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
喜
多
方
で
さ
え
も
、

当
時
は
ど
ん
な
家
庭
で
も
十
分
に
食
べ
物
が
あ
る
と
い
う

状
況
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
も
の
も
食
べ
た
そ
う
で
す
。
お
腹
を
満
た
す
た
め

で
は
な
く
、
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
。

　
「
国
」
と
い
う
の
は
国
民
を
守
る
た
め
に
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
戦
争
と
い
う
の
は
、
国
が
国

民
を
苦
し
め
る
も
の
な
の
で
す
。
祖
父
は
「
戦
争
は
狂
気

で
し
か
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
平
和
な
と
き
は
人
を
殺
せ

ば
罪
に
な
り
ま
す
が
、
戦
争
に
な
る
と
よ
り
多
く
の
人
を



　　広報きたかた　2015.12◯33

　　　　    第７回「非核平和のまち宣言」記念作文・習字コンクール

優
秀
賞「
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
」

山
都
中
学
校　

２
年　

大
塚 

菜
生

た
。
そ
れ
か
ら
福
島
県
は
風
評
被
害
に
よ
り
観
光
客
は
激

減
、
ま
た
農
産
物
も
、
福
島
県
と
表
示
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
私
の
住

む
喜
多
方
で
は
震
災
の
被
害
は
少
な
く
て
済
ん
だ
の
だ

が
、
や
は
り
目
に
見
え
な
い
放
射
性
物
質
に
よ
る
恐
怖
は

底
知
れ
ず
あ
り
、
畑
で
採
れ
た
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
葉
物

野
菜
類
は
全
て
処
分
し
た
。
ま
た
、
夏
に
収
穫
し
た
じ
ゃ

が
芋
も
、
そ
の
前
の
年
ま
で
皮
も
む
か
ず
に
洗
っ
て
ふ
か

し
た
も
の
を
食
べ
て
い
た
が
、
母
は
全
て
皮
を
む
い
て
調

理
し
た
。
父
は
放
射
性
物
質
を
測
る
機
械
で
家
の
周
り
を

測
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
雨
ど
い
の
下
や
、
水
が
集
ま
る

と
こ
ろ
が
高
濃
度
の
値
だ
っ
た
た
め
に
、
両
親
は
そ
の
場

所
の
掃
除
を
し
て
い
た
。
私
た
ち
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た
た

め
に
健
康
に
関
し
て
特
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
く
れ
て
い

た
。
排
除
し
た
い
相
手
が
見
え
な
い
が
た
め
に
両
親
は
と

て
も
苦
労
し
た
よ
う
だ
。

　
「
核
兵
器
」
と
「
原
子
力
発
電
」
は
全
く
別
の
目
的
で

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
放
射
性
物
質
は

怖
い
と
思
っ
た
。
福
島
県
は
今
後
一
切
「
原
子
力
発
電
」

で
の
電
力
供
給
を
し
な
い
こ
と
に
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
先

ま
た
政
治
な
ど
の
影
響
で
ど
う
変
わ
る
か
分
か
ら
な
い
。

そ
れ
で
も
私
た
ち
が
、
ほ
ん
と
う
の
空
が
あ
る
と
言
わ
れ

た
福
島
県
や
、
移
り
変
わ
る
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
日
本
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
の
人
々
の
健
康
、
幸
せ
の
た

め
に
も
、「
非
核
三
原
則
」
を
続
け
る
努
力
を
し
、ま
た
「
原

子
力
発
電
」
に
変
わ
る
優
れ
た
電
力
の
供
給
技
術
を
開
発

し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
平

和
な
世
界
が
続
き
、
み
ん
な
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
世
の
中

で
あ
る
こ
と
を
強
く
願
う
。

　

 

「
私
達
は
皆
、
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
生
き
て
い

ま
す
。
私
達
の
人
生
は
一
人
一
人
違
う
け
れ
ど
、
さ
れ
ど

皆
同
じ
な
の
で
す
。」

皆
さ
ん
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
、
強
制
収
容
所
で
命
を

落
と
し
た
１
人
の
少
女
の
言
葉
で
あ
る
。

　

そ
の
少
女
の
名
前
は
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
。
ド
イ
ツ
に

生
ま
れ
、
５
歳
で
オ
ラ
ン
ダ
へ
亡
命
。
１３
歳
の
時
に
は
、

隠
れ
家
で
生
活
し
始
め
る
。
な
ぜ
彼
女
が
こ
ん
な
に
転
々

と
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
全
て
ナ
チ
ス
か
ら
逃

れ
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
の
当
時
ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
ナ
チ
ス

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
迫
害
し
、
強
制
収
容
所
に
送
り
込
ん
で

は
、
労
働
さ
せ
た
り
、
殺
し
た
り
し
て
い
た
。
収
容
所
で

は
、
過
酷
な
労
働
や
病
気
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
人
が
後
を

絶
た
な
か
っ
た
と
い
う
。
私
は
、同
じ
人
間
な
の
に
な
ぜ
、

こ
ん
な
に
も
残
酷
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ

た
。
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
時
代
が
あ
っ
た
な
ん
て
、
私
は
す

ぐ
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

隠
れ
家
で
生
活
し
始
め
て
２
年
が
た
っ
た
頃
、
つ
い
に

ア
ン
ネ
の
一
家
は
捕
ま
っ
て
し
ま
う
。
一
家
は
バ
ラ
バ
ラ

に
引
き
離
さ
れ
、
強
制
収
容
所
へ
送
ら
れ
る
。
ア
ン
ネ
は

そ
こ
で
チ
フ
ス
に
か
か
り
、
わ
ず
か
１５
歳
で
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
っ
た
。

　

私
は
最
初
、
ア
ン
ネ
は
と
て
も
可
哀
想
だ
と
思
っ
て
い

た
。
何
の
罪
も
な
い
の
に
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
家
族
と

引
き
離
さ
れ
、
た
っ
た
一
人
で
命
を
落
と
す
な
ん
て
、
私

だ
っ
た
ら
絶
対
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。し
か
し
、

ア
ン
ネ
は
違
っ
て
い
た
。
い
つ
命
を
落
と
す
か
分
か
ら
な

い
恐
怖
の
中
で
も
、
ア
ン
ネ
は
常
に
、
平
和
な
世
界
が
訪

れ
る
こ
と
を
願
い
続
け
て
い
た
。

「
私
達
は
皆
、
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
生
き
て
い
ま

す
。
私
達
の
人
生
は
一
人
一
人
違
う
け
れ
ど
、
さ
れ
ど
皆

同
じ
な
の
で
す
。」

こ
の
言
葉
か
ら
は
、
ア
ン
ネ
の
平
和
へ
の
思
い
が
強
く
伝

わ
っ
て
く
る
。
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る
世
界
に
な

る
こ
と
を
、
ア
ン
ネ
は
ず
っ
と
願
っ
て
い
た
の
だ
。

　

日
本
は
今
年
で
戦
後
７０
年
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
、
７０

年
間
も
戦
争
を
し
て
い
な
い
の
は
す
ご
い
、
と
思
う
人
も

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
７０
年
間
の
間
に
も
、

被
爆
し
た
人
や
家
族
を
失
っ
た
人
な
ど
、
戦
争
が
原
因
で

苦
し
ん
で
き
た
人
は
た
く
さ
ん
い
た
は
ず
だ
。
７０
年
と
い

う
節
目
の
年
を
、「
７０
年
間
戦
争
を
し
て
い
な
い
」
と
い

う
こ
と
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は
い
け
な
い
。
１
０
０
年
、

２
０
０
年
ま
で
も
続
い
て
い
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の

だ
。

　

戦
争
は
な
ぜ
し
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
戦
争

か
ら
幸
せ
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
ど
ん
な

時
も
、
人
々
の
幸
せ
を
願
い
続
け
て
い
た
ア
ン
ネ
。
そ
の

思
い
を
引
き
継
い
で
い
く
の
は
、
今
を
生
き
る
私
達
の
役

目
だ
。も
う
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
先
も
私
は
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
て
い
き
た
い

と
思
う
。
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日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行
　
　
　
　
　
　
政

12月7日（月）
午後2時

〜4時

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

大堀由起子
行政相談委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111

9日（水）
午前10時

〜正午

山都開発
センター

鈴木　俊子
行政相談委員

山都総合支所
住民課

☎（38）3811

11日（金）
午前9時

〜11時

熱塩加納保健
福祉センター

（夢の森）

坂内　常幸
行政相談委員

熱塩加納総合支所
住民課

☎（36）2111

11日（金）
午後1時

〜4時

本庁舎1階
相談室

小原　良一
行政相談委員

生活防災課
☎（24）5208

17日（木）
午前9時

〜11時30分

高郷公民館
研修室

穴澤　松雄
行政相談委員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2111

1月4日（月）
午後2時

〜4時

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

大堀由起子
行政相談委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111

人

権

12月6日（日）
午前10時

〜午後3時

保健センター
機能訓練室

丸山　キミ
伊藤　美子
幸田久美子
猪俣　　薫
花見　俊春
生江幸一郎

人権擁護委員

生活防災課
☎（24）5208

法
律

12月18日（金）
午前9時30分
〜午後3時30分

本庁舎1階
相談室

櫛田　　崇
弁護士

生活防災課
☎（24）5208消

費
生
活

12月17日（木）
午前10時

〜午後3時

本庁舎1階
相談室

横島　裕子
消費生活相談員

健

康

相

談

12月10日（木）
午前9時30分

〜10時
保健センター

　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄
養・運動・育児などについて保健師・
栄養士が個別相談に応じます。気軽に
ご利用ください。
　相談を希望される方は、事前の電話
予約をお願いします。
問 申 保健課 健康推進室
☎（24）5223または各総合支所
住民課 市民サービス班

休日 病院・医院名（　）内は所在地

12月
6日

（日）

山田産婦人科医院（新道）
☎（22）6300

13日
（日）

ゆうゆうクリニック（西四ツ谷）
☎（22）2111

20日
（日）

渡辺小児科医院（幸町）
☎（22）3133

23日
（水）

あきもと整形外科クリニック（菅原町）
☎（21）1515

27日
（日）

いとう眼科（西四ツ谷）
☎（22）5900

休日 病院・医院名（　）内は所在地

12月
6日

（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

13日
（日）

会津医療センター（会津若松市）
☎0242（75）2100

20日
（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

23日
（水）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

27日
（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

31日
（木）

小野病院（新町）
☎（22）0414

1月
1日

（金）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

2日
（土）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

3日
（日）

会津医療センター（会津若松市）
☎0242（75）2100

市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。12月4日〜10日は「人権週間」です。市では、
特設相談所を設置し、人権擁護委員が相談に応じます。秘密は固く守ら
れますので、悩みごとや困りごとなどお気軽にご相談ください。

毎月6日以降の情報を掲載しています。1日〜5日までは先月号をご覧ください。

街頭献血にご協力を！
月 　 日 献血受付時間 場　　所

12月1日(火)
午前9時30分〜11時30分 保健センター

午後1時〜4時30分 保健センター

11日(金)
午前9時〜11時30分 塩川総合支所

午後1時30分〜4時 熱塩加納総合支所

休日の当番医（初期救急）

休日の輪番制病院（2次救急）

？

問申
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4　　喜多方市美術館からのご案内

◆開館時間
○火~金………午前9時30分〜午後7時
○土･日･祝日…午前9時30分〜午後5時30分
◆休館日　　　　12月7日（月）、14日（月）、21日（月）
◆年末年始休館日　12月28日（月）〜1月3日（日）
　※1月4日は、月曜日のため通常休館日となります。
問 申   喜多方市立図書館☎（22）1855

一般図書

・ギブ・ミー・ア・チャンス 荻原　浩

・義貞の旗  安部　龍太郎

・わかれ  瀬戸内　寂聴

・人は怖くて嘘をつく 曽野　綾子

・缶詰で男のもっとええ加減料理  石蔵　文信

・ニセ科学を見抜くセンス  左巻　健男

・動物のいのちを考える  高槻　成紀

・家づくりの裏ワザアイデア図鑑 ソフトユニオン

・はたらく船大図鑑1  人をはこぶ船 池田　良穂

・レッド・フォックス　―カナダの森のキツネ物語―  チャールズ Ｇ．Ｄ．ロバーツ

・ニホンカワウソはつくづく運がわるかった？！ 熊谷　さとし

・ニレの木広場のモモモ館   高楼　方子

・おばけがとりつくおんがくかい むらい　かよ

・あの花火は消えない  森島　いずみ

・ひのきとひなげし  出久根　育

・プリンちゃんとブラウニーとうさん たかお　ゆうこ

児童図書

館 蔵 展
　喜多方市美術館
では、所蔵作品で
構成する「館蔵展」
を開催いたします。
昨年度と今年度収
集した作品約40点
を紹介します。

●会　　期　12月19日（土）
　　　　　　〜平成28年1月17日（日）
●開館時間　午前10時〜午後6時
　　　　　　（最終入館は午後5時30分）
●休  館  日　12月24日（木）、28日（月）〜
　　　　　　平成28年1月6日（水）、13日（水）
●観  覧  料　一　　　般 300円（250円）
　　　　　　大・高校生 200円（150円）
　　　　　　小・中学生 100円（  80円）
　　　　　　※（ ）は20人以上の団体割引料金
問 申 喜多方市美術館☎（23）0404問申

問申

☆ブックスタート 12月の開催日☆
●12月17日（木）　　　　　午前10時15分〜10時45分
●12月19日（土）　　　　　午前10時〜10時30分
●12月27日（日）　　　　　午後1時30分〜2時
※対象の方は、前日までに図書館へお申し込みください。
当日は、母子健康手帳とブックスタート絵本引換券（喜
多方市から送付されたもの）を忘れずにお持ちください。

■すずの音会　おはなしかいスペシャル
　12月6日（日）　　　　　 午前11時〜11時50分
■おはなしカーニバル
　12月13日（日）　　　　　　　　午前11時〜正午
■おはなしドライブ
　12月20日（日）、27日（日）　　 午前11時〜11時30分
■ちっちゃなおはなしかい
　12月17日（木） 　　　　　 午前11時〜11時20分
■ユニットおりがみ教室
　12月26日（土） 　　　　　 午前10時〜11時30分

　　　　　の
『市民と市長の談話室』

◆日時･場所　
○平成28年1月26日（火）午前9時30分〜11時30分
　塩川総合支所
◆対話者　市民の皆さんなら、どなたでも対話で
　きます。
◆対話時間　1人（組）25分以内とします（受付順）。
◆申し込み　平成28年1月12日（火）まで塩川総合
　支所 住民課へ、電話でお申し込みください。
※有意義な対話になるよう、お申し込みの際にお
　話ししたい内容（例:｢○○活性化についての提
　案｣など）を簡単にお知らせください。
問 申 塩川総合支所 住民課☎（27）2111

　市政に対するご意見やご
要望、まちづくりへの提案
など　市長と直接対話して
みませんか

対  話  者  を募集します

問申

平成28年1月

青山ひろゆき 《共鳴》 2014年 油彩
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市町村史で先人の残した遺産を訪ねてみよう。
「喜多方市史」「熱塩加納村史」「塩川町史」「山都町史」「会津高郷村史」絶賛販売中。詳しくは文化課まで。☎（24）5323

市町村史販売
のご案内

地域を守る力 高郷に
～消防団秋季検閲～

120№
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表
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写
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表
紙
の
写
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表
紙
の
写
真

17,086世帯

49,238人

23,303人

25,935人

28人

89人

　6 4人

　9 9人

喜多方市の人口
（平成27年10月1日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

広報き た か た

今月のおもな内容
市功労者を表彰……………………………………………②
はじめまして、認知症地域支援推進員です………………④
市の財政状況をお知らせします…………………………⑧
きたかたフォトニュース……………………………………⑱
除雪作業にご協力を………………………………………　
ご当地ナンバープレートデザイン決定……………………　
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　福聚寺観音堂の本尊であるこの金銅仏は、大き

な頭部に細くくびれてひねった腰、やわらかな天

衣など、奈良時代前期に造られた仏像の特徴がみ

られます。この姿は滋賀県慈眼寺所蔵の観音菩薩

立像とよく似ており、これを手本にしておおよそ９

世紀初め、奈良時代末期から平安時代にかけての

製作だろうと考えられています。

　この時期は名僧徳一が会津での布教活動を

行った時期と重なっているため、徳一かその関係

者によって中央から持ち込まれ、恵日寺の末寺で

ある福聚寺に移された可能性や、こうした金銅仏

は山岳修行に携行される性質のものでもあること

から、修験者によって中世以降に伝わった可能性

も考えられますが、いつどのようにして寺に伝来し

たものなのかはわかっていません。

　しかし、会津の古代仏教を考える上で見落とす

ことのできない、大変貴重な文化財のひとつです。

■所在地

福聚寺

喜多方市関柴町平林

字地利前1051-1

問  文化課 文化振興係
☎（24）5323 県重文【喜多方市　福聚寺】像高33cm

るさとの

問  文化課 文化振興係問

とく   いつ

ふく しゅう  じ

しゅ  げん  じゃ

銅造聖観音菩薩立像銅造聖観音菩薩立像銅造聖観音菩薩立像
どうぞう かん のん ぼ さつ りゅうぞうしょう

ふく  しゅう   じ

　

10
月
25
日
市
消
防
団
の
秋
の
検
閲
が

高
郷
町
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
団

員
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
、
通
り
に

は
力
強
い
足
音
が
響
き
ま
し
た
。

　
「
火
災
は
起
き
て
か
ら
で
は
大
き
な

被
害
に
な
る
。何
よ
り
も
予
防
が
大
切
。」

と
関
係
者
は
言
い
ま
す
。

　

寒
い
季
節
と
な
り
火
を
使
う
機
会
が

増
え
ま
す
。
予
防
に
心
が
け
無
火
災
で

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
消
防
団
の
活
動
が

訓
練
だ
け
で
済
む
よ
う
に
。




